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１ はじめに

平成２３年森林法の改正により、市町村森林整備計画の

一斉変更が行われ、森林施業計画が平成２４年４月から森

林経営計画に改められ、これまで森林所有者等が作成して

いた計画を森林所有者又はその委託を受けて長期・継続的

に森林経営を行う者（森林組合等）が計画を作成すること

になり、計画を作成する者は幅広い知識と森林所有者等と

の高い合意形成能力が求められるようになりました。

しかしながら、市町村森林整備計画一斉変更は、作業や

準備の時間が限られ、最小限の変更で対応せざるを得なかった市町村が多い実態でありました。こ

のためゾーニング毎の森の姿についての記述は、地域性のあ

るものの、一般論的で森をイメージ出来る内容にはなってお

らず、「森づくりの真のマスタープラン」には至ってない状

況でありました。

また、森林法改正により、森林整備には森林経営計画の策

定が不可欠となり、森林経営計画は、森林施業プランナーが

主体となり策定しますが、森林施業プランナーの現状はやは

り、 「持続可能な森林経営」というところまで付言してい

ない内容でありました。

森林施業プランナーの現状を整理すると、

①これまで経験したことの無い計画の策定であった。

②これまで長期的視点に立った事業展開をしてこなかった。

③最終目標林型のイメージが出来ない。

④これまで補助制度重視の計画作成・打算性重視の計画策定であった。

⑤やりやすい箇所での点での施業であった。

⑥これまで作成システムによる施業計画作成であった。

以上の様な現状から「森林所有者に目指すべき森林の姿を説明出来ない。」という状況が作り出さ

れていました。

これまでのそれぞれの課題を整理すると

○市町村森林整備計画・・・森づくりの真のマスタープランとしなければならない

○森林経営計画・・・・・・・・・「持続可能な森林経営」の付言となっていなければならない

○森林施業プランナー・・・・・森林の姿を説明出来るスキルアップが必要である

写真-1 民国の准フォレスターによる活動の様子

写真－２ 土壌調査の様子



そのためには最終目標林型をイメージする必要があり、一目でわかる山のイメージつまり、「指標

林」の設定が必要と考えました。（図－１）。

この指標林設定において、国有林の活用での設定を考え森林施業プランナーが、森林所有者へ、

目指すべき森林の姿を説明するためにはその指標林の施業履歴が明らかでなければ、その説明が出

来ません。そのためには、区域全体を計画的に管理し、林業技術、施業履歴など「蓄積されたデー

タの活用が国有林の優位性だと」考えました。

この「指標林設定」の取り組みにおいて、予測される効果として以下の様なことが挙げられます。

① 市町村森林整備計画を真のマスタープランへとつながるのでないか

② 森林施業プランナー等がより、具体的に最終林型をイメージできるのでないか

③ 最終林型をイメージすることにより、その施業等が具体的にイメージできるのでないか

２ 経過

取組のはじまりとして、まず最初に平成２５年度飛騨森林管理署事業説明会において、民有林か

ら国有林への民国連携でのモデル林（仮称）の要請がありました。この要請の背景にはこれまで述

べたような課題解消に向けての要請でありました。

こうした課題を踏まえ、岐阜県の准フォレスターと国有林准フォレスターが連携し、その課題解

消策を検討し、その結果、地域の関係者で作る委員会設置を検討しました（図－２）。

図－１ 課題の整理と指標林の設定
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こうした背景から、民国連携による指標林の設定の検討会を設置することとしました。実施団体

は、実施主体として、飛騨森林管理署、飛騨農林事務所、高山市、飛騨市、白川村、飛騨高山森林

組、飛騨市森林組合、協力団体として、飛騨林業グループ連絡協議会、林業経営者協会飛騨支部が

協力して、指標林の設定を進めてゆくこととなりました。

○ステップ１・・・H25.6.7 民国の准ﾌｫﾚｽﾀｰで打合せを行い、

・取組の趣旨、民国連携、推進体制について検討を実施（写真－３）。

○ステップ２・・・H25.7.3 第１回打合せ会議を開催し、市村担当者、森組担当者を集め、

・趣旨説明、指標林の定義、候補地の検討を実施。

○ステップ３・・・H25.7.23 現地調査（立木調査）を行い、

・調査方法・項目確認、候補地のｲﾒｰｼﾞ・目揃え等を実施。

○ステップ４・・・H25.8.20 現地調査（下層植生・土壌など）を行い、

・森の健康診断、森の通信簿などによる調査を実施（写真－４）。

○ステップ５・・・H25. 9～11にかけて、各候補地の現地調査を実施。

・候補地は、森林官、市村職員、森林施業プランナーが選定し、それぞれ

班編制をして実施。

○ステップ６・・・H25.10.11にこれまでの活動を踏まえ、第2回打合せ会議を行い、

・候補地の選定、調査、調査データの整理、取組の意義、今後の展開などに

ついて協議。

図－２ 委員会設置の検討
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○ステップ７・・・H25.8～H26.2にかけて以下のとおり、内外へこの取組の情報発信。

８月 長野・岐阜准フォレスター連携会議

１０月 第２回打合せ会議

１１月 准フォレスター連携会議（写真－５）

１２月 高山市美しい森づくり委員会

１月 中部森林技術交流発表会

○ステップ８・・・H25.11での以下のとおり、各種活用を展開。

① 飛騨市森林整備研究会（H25.11.8)では、指標林調査の実習を市村の職員、

森組の職員らとともに、准フォレスターが講師となり、勉強会を行い、プロ

ットを取り、読み合わせをしながら、蜘蛛の巣、鳥の鳴き声、土壌調査、河

川調査などを実施。

➁ 民国連携研修会（H25.11.14)では、森林の状態に応じた、森づくり構想を

指標林を視察し、その検討を踏まえ、国有林の間伐予定箇所で検討会を実施

（写真－６）。

（※ 平成２５年１１月末時点での指標林調査箇所は、国有林６箇所、民有林７箇所の計１３箇所

を各市村で調査・設定）

写真－３ ステップ１ ： 第１回打合せ会議の様子

写真－５ ステップ７ ： 取組の情報発信
（１１月 准フォレスター連携会議の様子）

写真－６ ステップ８ ： 指標林の活用
（１１月 民国連携研修会）

写真－４ ステップ４ ： 8.20現地調査の様子



３ 実施内容

これまでの経過を踏まえて、「実施内容」について整理すると、

①民・国の関係機関が集まり、プロジェクトチームを結成。

②旧市町村に１箇所程度を目標に地域の「最終林型」となる候補地の森林調査を実施。（継続中）

２５年度は１３箇所の指標林を設定。

③この活動を内・外への取り組み紹介。

④各種研修会への活用。

４ 実行結果

①民国連携による森づくりへの一方策となった。

②森林整備計画のブラッシュアップや実効性のある森林経営計画の作成等への糸口ができた。

③関係者間で「森を見るモノサシ」を共有できた。

④地域の人材育成につながった。

⑤タテワリ行政の垣根などの取り払い、「敷居の無い」関係作りの構築出来た。

⑥准フォレスターの役割を果たす一方策。

５ 今後の課題

では、こうした活動を進めるにあたっての課題として、国有林准フォレスター等が民有林支援を

するにあたっての課題を整理すると、

①森林管理署内で外部向けに指導する担当は、「森林技

術指導官」のみである。

②国有林職員は、これまでの教育スタンスとして、外

部向けの指導を行うというスキルが薄い。

上記①、②の対策案としては、各地域の森林官との連

携等を検討してゆくことが必要である。

③国有林は直轄事業のため、職員は、補助制度に知識

が無い。

④国有林職員は、その専門性に秀でた職員教育が行わ

れており、森林計画は、その担当に携わっていなければ知識が浅い。

上記③、④の対策としては、県の講師による森林計画の勉強会（H26.1.14)を実施しました

⑤地域との合意形成を得る為には、一定期間必要であり、このことと国有林の人事サイクルとの矛

盾。

６ 今後の展開

指標林の設定の次のステップとして、

①「指標林設定」の継続をおこなってゆく。

②第5次 H27～31の民・国の森林計画に照準に指標林の反映をしてゆきたい。

③「指標林」を基にした最終林型のイメージをつみあげてゆきたい。

写真－７ １月の勉強会の様子



これまで述べた「指標林設定活動を通じての効果」（図－３参照）について、整理すると、

○市町村森林整備計画等への作成支援

○森林施業プランナー等のスキルアップ

○准フォレスターとしての役割、ひいては、国有林准フォレスターとしての役割

○民国連携としての活動

これらの集合が重なる部分が「指標林の設定」となります。

そしてこれら全体が指標林設定にあたり、関係機関と連携し、地域にマッチした指標林設定を充

実させる為にPDCAサイクルにより、繰り返し、スパイラルに「より充実した」内容としてゆくこと

を期待しています。

そして、これらを糸口として、地域の森づくりにつとめてゆきたいと考えています

７ おわりに

この活動を通じて、これまで「植栽木」のみ

に目を向けていた「計画者」に「森の中の土壌」、

「草木」、「水」、「虫」、「鳥」などの生態系を頭

に置きながら計画をたてる「目」が養われつつ

あることを感じているところです。

引き続き、「民国連携による森林整備計画のブ

ラッシュアップ」の取り組みを進め、地域の森

林づくりに貢献してゆきたいと考えています。

図－３ 指標林設定活動を通じての効果

《今後の展開》
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写真－８ 飛騨市森林研究会での写真



参考添付：指標林調査をまとめた現況表


